
平成３０年国体アクセス道路
～福井鯖江線等の供用開始について～

福井県丹南土木事務所

道路課 越前西部G
企画主査 出口一也



福井鯖江線等 位置図

国体会場：丹南総合公園野球場
競技種目：軟式野球（成年男子）

国体会場 ：サンドーム福井
競技種目 ：体操、新体操

卓球（身・知）

国体会場 ：鯖江市スポーツ交流館
競技種目 ：インディアカ

国体会場 ：武生中央公園庭球場
競技種目 ：ソフトテニス（成年男女、少年女子）

国体会場 ：武生中央公園体育館
競技種目 ：フェンシング（全種目）

シルバーソフトバレーボール

至：武生中央公園

至：鯖江市街



福井鯖江線等 位置図



福井鯖江線等 位置図



福井鯖江線等 位置図



整備目的

＜福井鯖江線の整備＞

・競技会場となる丹南総合公園やサンドーム福井に安
全で快適にアクセスができる

・丹南地域の広域交通ネットワークが形成され、産業、
観光の更なる発展が期待される

＜石田家久停車場線の整備＞

・集落内の狭い道路を走る自動車が、今回開通する福
井鯖江線に誘導され、集落内の通学路を歩く子どもた
ちや周辺住民の安全性が高まることが期待される



広報の目的

１ 建設業就職PR
入職促進に関する情報を提供し、若年層の担い手
確保に繋げる。

２ 建設業の社会的役割やものづくりの素晴らしさを伝え
土木技術への関心を高める。

３ 道路や橋など、新しいインフラに対して、地元の方の
愛着を得る。

４ 若い技術者へ未経験者へ施工方法を見せ伝える。

5 「福井しあわせ元気」国体・障スポへの機運を高める。

⇒底辺拡大・担い手確保

⇒建設業の社会的地位向上

⇒道守・橋守、メンテナンスへのアプローチ

⇒技術の継承



構成

１ 福井鯖江線

１）吉野高架橋
①橋梁の概要および特徴
②広報内容

２）希望橋
①橋梁の概要および特徴
②広報の内容

２ 石田家久停車場線

１）家久大橋
①橋梁の概要および特徴
②広報の内容



１ 福井鯖江線

国体会場：丹南総合公園野球場
競技種目：軟式野球（成年男子）

国体会場 ：サンドーム福井
競技種目 ：体操、新体操

卓球（身・知）

国体会場 ：鯖江市スポーツ交流館
競技種目 ：インディアカ

国体会場 ：武生中央公園庭球場
競技種目 ：ソフトテニス（成年男女、少年女子）

国体会場 ：武生中央公園体育館
競技種目 ：フェンシング（全種目）

シルバーソフトバレーボール

至：武生中央公園

至：鯖江市街



1-1）-①吉野高架橋の概要および特徴
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(3径間連続鈑桁橋)
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1-1）-①吉野高架橋の概要および特徴
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1-1）-①吉野高架橋の概要および特徴

完成状況

側 面
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1-1）-②吉野高架橋の広報内容

平成28年８月25日 職員見学会

平成28年11月11日 武生工業高校１・２年生（丹南建設開発機構）



1-2）-①希望橋の概要および特徴
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1-2）-①希望橋の概要および特徴
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1-2）-①希望橋の概要および特徴

桁下

完成状況

側 面



1-2）-②希望橋の広報内容

平成29年４月25日 県立武生工業高校１年生



1-2）-②希望橋の広報内容

平成29年４月26日 県立武生工業高校２年生



地元高校生による橋名板への執筆

武生商業高校HPより書道部活動状況

映画『書道ガールズ』のように
イベントで書道パフォーマンス
などの活動をしている書道部
がある。

・日頃の練習成果の公表

・行政参加への機会を提供



地元高校生による橋名板への執筆

◆概要
新しく橋を整備した際には、橋の名前等を記すために『橋名板』を設置することとしており、
その橋名板の執筆を地元の県立武生商業高校書道部の生徒が実施する。

◆内容と開催日時
１ 対象現場の見学と執筆
１）内容：武生商業高校書道部の生徒が橋名板を執筆する前に対象橋梁の工事現場見学

ならびに見学後、執筆する。
２）開催：平成２９年６月１６日（金）

２ 橋名板の展示
１）内容：高校生により半紙に執筆してもらった文字を、金属の板に転写し、完成した橋名

板を実際の橋梁に設置する前に、学校祭の書道部展示ブースにて展示
２）開催：平成２９年９月２日（土）、３日（日）

３ 橋名板の設置式
１）内容：橋梁の高欄の一部である『親柱』に完成した橋名板を設置し、対象橋梁の完成

および福井国体開催１年前を記念する。
２）開催：平成２９年９月２９日（金）



地元高校生による橋名板への執筆

平成29年６月16日 県立武生商業高校 書道部



地元高校生による橋名板への執筆

平成29年９月29日 県立武生商業高校 書道部



福井大学 学生の現場見学

平成29年7月17日 福井大学



２ 石田家久停車場線

国体会場：丹南総合公園野球場
競技種目：軟式野球（成年男子）

国体会場 ：サンドーム福井
競技種目 ：体操、新体操

卓球（身・知）

国体会場 ：鯖江市スポーツ交流館
競技種目 ：インディアカ

国体会場 ：武生中央公園庭球場
競技種目 ：ソフトテニス（成年男女、少年女子）

国体会場 ：武生中央公園体育館
競技種目 ：フェンシング（全種目）

シルバーソフトバレーボール

至：武生中央公園

至：鯖江市街



２-2）-①家久大橋の概要および特徴



２-2）-①家久大橋の概要および特徴
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支間の長い場合は、引張領域の
コンクリート部分を埋込型枠
（発泡スチロール）で置換し
死荷重を軽減。
支間長20m程度以上に適用。



２-2）-①家久大橋の概要および特徴



◆合成床版橋とは

低い構造高を実現するポイント

・多主桁構造により、底鋼板が全幅有効となる。
・ずれ止めの構造が低い。

有効断面（圧縮ｺﾝｸﾘｰﾄ）

ずれ止め

・鋼･ｺﾝｸﾘｰﾄ合成床版橋で、材料の特性を活かした合理的な構造

底板：鋼（引張に強い） 上面：コンクリート（圧縮に強い）

・鋼橋やＰＣ橋では不可能な低構造高を実現できます。

構造高さ／支間＝1／３０～１／４２

・支間：10m～4５m程度（連続桁は60m程度）

・斜角：45度以上



◆ 構造概要

河川改修の際、
１）河川幅を広げる。
２）中間橋脚をなくす。
・取付道路延長の短縮が可能

用地取得等の問題も解消し、総合的な経済性が向上
・道路縦断を緩和することが可能

走行性や安全性が向上

支間増により、構造高が増加するが、
構造高の低い橋梁があれば、

（１）型枠を兼用した鋼桁にコンクリートを打ち込んだ合成構造。

（２）圧縮力にはコンクリート、引張力には底鋼板で抵抗する。

（３）引張領域のコンクリートは、有効断面に考慮しない。

（４）鋼桁を工場製作し、配筋・コンクリート打設等は現地施工。



２-2）-②家久大橋の広報内容

平成28年９月14日 県立武生工業高校２年生



２-2）-②家久大橋の広報内容

平成28年10月26日 福井高専２年生



２-2）-②家久大橋の広報内容



２-2）-②家久大橋の広報内容



開通式



開通式



最後に

・2ｍ以上の道路橋
20年後に2/3が建設後５０年経過

・トンネル
20年後に半分が建設後50年経過

・橋梁もトンネルもその殆ど
（橋梁94％、トンネル72％）

地方自治体（県市町村）管理

・人口
20年後に1,000万人減

・65歳以上高齢化率
４人に1人→３人に1人へと増加



最後に



最後に

１ 底辺拡大・担い手確保

２ 建設業の社会的地位向上

３ 道守・橋守、メンテナンスへのアプローチ

４ 技術の継承

５ 「福井しあわせ元気」国体・障スポへの機運を高める。

⇒高校・高専・大学等で土木工学を
専攻する学生の現場見学

⇒橋面に絵を描く、橋名板

⇒橋面に絵を描く、橋名板

⇒高校・高専・大学等で土木工学を
専攻する学生の現場見学
⇒職員への現場見学

※やる方（事業者側等）は２度目３度目でも、受ける方（学生や住民）は初めて
上記内容でも、広報目的を十分達することができる。

→皆さんの現場（職場）でも積極的に実施されては？


